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ロシア 19 19 19 17 19 19 18 16 15
ロシア 10，500 10，500 10，500 11．500 11，500 11，6CO 11，600 11，500 12000
北米 0 0　、 0 0 4 4 6 7 14
カナダ 278 Z429 2，534 3，716 4，984 11200





















その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0
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回シア 17 16 17 17 20 21 21 18 17
ロシア 10，500 10，500 10。500 11，500 11．500 11．600 11，600 11．500 12，000













? 80 28 61 50
その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1 Millenium 44．4 3，321 131．6 5，553
2 Ashley 55．5 之784 117．2 2572
3 Primogem 1040 4912 111．9 5ρ57
4 ToferCongo 58．9 1481 53．5 603
5 Kasai　wa　Balengela 5．8 之053 40．0 4440
6 Margaux NA NA 28．6 482
7 ID！Congo 39．2 992 25．6 275
8 Sezo NA NA 12．3 99
9 Socico 0．3 8 t7 36
10MirTrad NA NA 1．4 20
11F忙os　Congo NA NA α1 1
12Mazal　Gem 46 345 活動停止
13Mnorals　Business　Company（MBC）2．3 128 活動停止
14ToP　Intemationa1 0．6 57 活動停止
15lntemational　Trading　and　Diamonds（lntradia）2．0 40 活動停止
16Empire 0．7 22 活動停止
17Grand　Congo 02 1 活動停止





































































































































































































重量 無色 色つき（1） ピケ
0．1カラット 45 26 29
α15一α2カラット 60 45 39
α25一α85カラット 135 60 88
α85－0．95カラット 188 135 122













　　○一Aンコフ 90．24 137 139
ボツワナ 74．94 83 30．98
中央アフリカ共和国 72．73 150 α77
コンゴ・ ？’@　　　2α48 25 8．41㍉
リベリア 60．00 150 0．89
ナミビア 94．57 215 1．61
シェラレオネ 75．00 180 3．84












































































































































































































































































































































































































ダイヤモンド 金 石油銅 コバルト 亜鉛 MBA 露天掘り
1000ヒ 1000ヒ 1000t mn　c8陥ts mn　carats 1000㎏ 1000barrels
1981 504．8 112 1212 6．8 2ρ 7，668
1982 502．7 5．6 1472 6．1 1．6 8，385
1983 502．3 5．4 133．2 5．5 6．2 5．6 9，297
1984 500．4 9．1 131．7 6．6 11．6 3．5 1t704
1985 5021 10．8 86．6 6．6 13．0 22 12，226
1986 506．1 14．4 81．3 7．9 14．5 t9 1t857
1987 494．0 120 159．2 7．7 11．6 3．8 9，450
1988 52t9 12．2 na 8．0 102 3．5 10，721
1989 420．5 9．3 54．0 8．9 8．6 2．4 9，780
1990 338．7 9．9 382 9．5 9．9 5．2 10，678
1991 236．0 8．6 2a3 6．8 10．5 6．1 9，699
1992 137．3 6．1 18．8 4．5 8．9 2．5 8，212
1993 48．3 0．0 4．1 4．5 10．6 1．5 8β08
1994 33．6 3．6 2．5 4．8 1t3 0．7 8，972
1995 33．9 3．9 4．5 5．6 16．3 t1 10，087
1996 40．2 6．0 3．2 6．8 15．4 t3 10，707
1997 37．7 3．0 1．7 6．4 15．6 0．4 10，146
1998 38．2 3．9 t1 6．8 19．2 0．1 9，444
1999 3t2 2．3 0．0 4．8 15．3 0．2 8，650






































































































































































MIBA 露天掘り MBA 露天掘り
1983 34．4 65．6 47．3 52．7
1984 26．2 73．8 36．2 63．8
1985 26．8 72．2 33．7 663
1986 28．9 7t1 35．2 64．8
1987 33．9 65．1 40．0 60．0
1988 26．0 74．0 43．9 56．1
1989 36．6 63．4 50．5 49．5
1990 39．8 602 49．7 503
1991 36．3 63．7 40．5 59．5
1992 20．0 80．0 32．7 67．3
1993 16．7 83．3 30．7 693
1994 18．0 82．2 3α0 70．0
1995 16．6 83．4 25．2 74．8
1996 19．5 80．5 29．7 70．3
1997 20．2 79．8 28．4 71．6
1998 2α8 79．2 25．6 74．4
1999 33．6 66．4 23．9 76．1
2000 3t9 68．1 28．9 7t1
2001 25．6 74．4 36．7 63．3
2002 18．5 81．5 24．8 75．2
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1994 1995 1996 1997 1998 1999
政府輸出 30．2 220 27．6 10．5 1．8 1．2
シェラレオネ ベルギー輸入 106．6 15．3 93．4 1149 65．8 30．4
差額 764 一6．7 65．8 1044 640 29．2
政府輸出 内戦につき政府未発表 α8 0．9
リベリア ベルギー輸入 283．9 392．4　　　616．2 329．2 269．9 298．8
差額 283．9 392．4 6162 329．2 269．1 297．9
政府輸出 3．1 2．9 2．4 40 3．6 4．6
コートジボワール ベルギー輸入 93．6 54．2 204．2 119．9 45．3 52．6
差額 9α5 5t3 201．8 115．9 41．6 480
政府輸出 28．6 34．7 35．5 46．9 4α7 40．2
ギニア ベルギー輸入 165．7 26．2 83．6 108．1 116．1 127」
差額 137」 一8．5一　　48．↑ 612 754 86．9
政府輸出 α0 0．0 α0 α0 0．0 α0
ガンビア ベルギー輸入 74．1 149 128．1 13t4 103．4 58．0
差額 7吐1 149 12＆1一 1314 1034 58．0
政府輸出 61．9 59．6 65．5 61．4 46．9 469
西アフリカ諸国 ベルギー輸入 723．9 50ao 1125．5 803．5 60α5 566．9























































































差額 （57．0） 99．0 98B
政府輸出 331．0347．0385．045tO290．0240．0270．0
　　◆Fコンコ ベルギー輸入 646．2667．1 553．2614．5758．8629．9495．3
差額 315．2320．1・16＆2 163．5468．8389．9225．3
政府輸出 71．9 64．0 65．0 50．0 70．0 80．0
中央アフリカ共和国 ベルギー輸入 88．6 113．41070165．6155．6160．7 96．9
差額 16．7 49．4　　42ρ115£ 85£　　80．7
政府輸出 ダイヤモンド非産出国
コンゴ共和国 ベルギー輸入 407．9612．6454．6 42．5 14．4 116．6223．8
差額 圏司
政府輸出 ダイヤモンド非産出国
ルワンダ ベルギー輸入 0．7 0．2 0．4 1．9 1．2
差額
政府輸出 ダイヤモンド非産出国
ウガンダ ベルギー輸入 0．0 1．4 1．8 1．3 2．5
差額
政府輸出
タンザニア ベルギー輸入 t2 25 11．3 4．5
差額
政府輸出 ダイヤモンド非産出国
ザンビア ベルギー輸入 4年合計で10万ドル以下。 13．6
差額
政府輸出 ダイヤモンド非産出国









































































































































































































































































































































































































































P，320，000 579000 394！匹57 786」10

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































輸入’ 輸出2003年 ? ?
万カラット　00万USドノ カラット ドル 万カラット 00万US杓カラット　　　ドル
米国 80．0 1，301 8．4 2α3 204．1 2，592 20．3 36．1
インド 303．6 981 31．8 15．3 一 ｝ 一 一
イスラエル 54．6 676 57 10．6 87．9 779 8．8 10．8
香港 73．1 557 7．7 8．7 188．4 893 18．7 12．4
中国 91．7 461 9．6 7．2 一 一 一 一
ロシア 44．5 384 47 6．0 一 一 一 一
スイス 292 339 3．1 5．3 58．9 386 5．9 5．4
アラブ首長国連邦 51．7 248 5．4 3．9 48．2 255 48 3．6
タイ 38．9 188 4．1 2．9 一 一 一 『
イタリア 39．2 186 4．懇 2．9 97．1 426 9．7 5．9
イギリス 一 一 一 一 32．3 344 3．2 4．8
日本 一 一 一 一 32．5 277 3．2 39
フランス ｝ 一 一 一 39．1 223 3．9 3」
ドイツ 一 一 一 一 27．6 142 2．8 2．0
その他 148．6 1，080 15．6 16．87 189．4 869 18．8 12．1

























米国 275．6 66．2 24






















その他 59．9 14．7 24

































































































































































































































































































































































































































H．M．　Diamonds 5t2 290 404 177
SarahDiam 19．9 105 15．8 190　孔
@　」
Y砂鉱床
Andre　T　Hope 17．0 101 13．4 167
Kassim　Basma 16．1 76 12．7 211
Sima　Star 4．9 28 3．9 174
上位5者の合計 1092 601 86．3 182
その他 3．5 判 28 311
合計 112．8 613 89．1 184
キンバーライト鉱床 Koidu　Holdhgs13．9 78 10．9 177











































輸出シェア 輸出先業者（海外） ，系列 国




了ofen－Congo 58．9 1481 18％Serdiam レヴ・レビエブ・グループ ベルギー








1DI　Congo 39．2 992 13％DGI　Diamond ダン・ゲルトラー・グループ イスラエル
注）輸出額で上位3位までの業者名のみ記載。
出所）IPIS，“The　Destination　of　DRC　Diamon（iS　in　2002”，　Antwerp，　Oct．2003．，　IPIS，“Lebanese
　　　Diamond　Comptoirs　in　DRC”，　Antwerp，　Sep．2003．
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同表によれば，コンゴのインフォーマル部門（漂砂鉱床）の原石の輸出先は，1社（IDI　Co㎎o）
のイスラエル向け輸出を除いて，すべてベルギーに輸出されている。特に輸出額で1位と4位を占め
ている2社（pri皿ogem社とMj皿eniu皿社）は，上述のアハマド・グループの支店であり，闇ル・・一一
ト（紛争・非合法ダイヤモンド）の原石買付けで有名なSierra　Gem　DiamondsやTriple　A　Diamonds
に輸出している。また，ベルギー一に輸出しているものの7bfen－Co㎎o社は，レブ・レビエブ・グルー
プ（イスラエル）の支店である。そして，イスラエルに輸出しているIDI　Congo社は，カビラ大統領
と親交の深いダン・ゲルトラー・グループ（IDD子会社である。すなわち，コンゴの大半の原石は
以上の3グループ（アハメド・グループには年2億4350万ドル，レブ・レビエブ・グループには1
億4810万ドル，mIグループには約4000万ドル）が買付けていることがわかる。
　このような経路を経てベルギーに輸出された原石の何割がデビアス社に渡っているのか正確にはわ
からない。だが，既にアンゴラやシエラレオネのケースでみたようにデビアス社に拮抗するかたち
でレブ・レビエブ・グループやIDIグループといったイスラエル系グループが新勢力を拡大している
のは明確である。
おわりに
　以上，本節では，ダイヤモンドの国際流通過程における価値連鎖の構造分析を進め，原石採掘と流
通段階での原石供給支配を通じたデビアス社のダイヤモンド・カルテルの超過利潤の源泉について検
討した。そして，近年では，ロシア，カナダ，オーストラリアといった諸国でのデビアスの流通網か
ら「外れた」ダイヤモンド原石の産出量が増大し，一元的なデビアス社による原石供給支配力が低下
しつつある現状を概観した。他方，「紛争ダイヤモンド」や非合法ダイヤモンドが大量に流出してい
るアンゴラ，シエラレオネ，コンゴといったアフリカ諸国では，80～90年代の終わりにおけるデビ
アス社の原石買付けからの撤退に伴い，イスラエルのレブ・レビエブ・グループやmIグループ，レ
バノン系のアハマド・グループがアフリカ諸国でのプレゼンスを増大させている現状を指摘した。
　以上を統括すれば，ダイヤモンド国際流通の歴史的推移は，南アを中心にロンドン（アントワープ）
の旧CSOに垂直統合された帝国主義型もしくは植民地型の原石支配構造から，ダイヤモンド原産国
と取引センターの重点地域が統合された地域的な国際分業体制へと変化し，更に現在では，重点地域
が世界的に拡散し，グローバル化した超国家的な多国籍企業ネットワークによって連結する世界シス
テム体制へと構造変化している（図7）。
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図7　ダイヤモンド産業の世界システム
翻産出国
O取引センター
羅、
出所）Brunet，　R．，　Lθ　Diamant　Un　monde　en　Re’volution，　Behn，2003，　p．206．
　このグローバル化経済の進展に伴うダイヤモンド国際流通構造の現代的変化のなかで，原産国とし
て主要な地位を占め続けているアフリカ諸国はどのように位置付けられるのか。
　カナダやロシアといった新興勢力の登場と他のダイヤモンド多国籍企業の興隆は，デビアス社の世
界的な原石支配力の低下を引き起こし，それに拮抗する形で，これまで以上に熾烈な覇権争いカミ国際
市場の場では展開されることが予測される。その過程で，デビアス社の国際流通網から「外れた」ダ
イヤモンドと「紛争ダイヤモンド」を含む非合法ダイヤモンドは，原石買付けから加工・研磨工程，
販売市場に至る上下流部門の垂直統合された形態で処理されることになろう。「国家破綻」に陥った
コンゴやアンゴラ，シエラレオネにおけるダイヤモンド産業のインフt一マル部門は，以上のような
グローバル化の負の側面と符合して国際市場に露呈している。この意味において，国家の皮膜を失っ
たアフリカ諸国のダイヤモンド産業は，合法・非合法を問わずデビアス社を含めた多国籍企業群と密
接に結びついていると言えよう。しかしながら，現代のダイヤモンド国際流通における世界システム
体制への構造変化にもかかわらず，国際資本に従属的に垂直統合されたアフリカ諸国の経済的地位は，
その根底において全く変化していない。
　こうした世界システム体制の構造変化を原産国（アフリカ諸国）を含めた，国家を超えた多国籍企
業の動態把握と商品連鎖による価値増殖プロセスの全体像を分析するためには，旧来の国民経済を枠
組みとする理論的手法では捉えることができないだろう。次節では，この点に関して，アフリカを基
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点とする世界システムを理論的に把握するための試論を提示する。
1そのうち10％が宝石用ダイヤモンド，55％が準宝石用ダイヤモンド，35％が工業用ダイヤモンドであっ
た。
2「パイプライン」1サイクルに要する期間は平均1～2年と言われている。’
34．の小売販売段階は年間569億ドル（200億ドル）もの市場規模に達しており，その規模の大きさから
デビアス社は市場コントロールへの影響力を行使してこなかったと考えられる。
4数値は（MAC［2003］）を参照した。
5アフリカ以外の3力国（オーストラリア，ロシア，カナダ）は23億6000万ドルに達している。そして
上記の8力国の合計額は全体の94％を占める。
6HRDの正称はHoge　Raad　voor　Diamondである。　HRDは1973年に設立された非営利組織で，ベルギ
ー公認のダイヤモンド産業全体を調整・統括する。国内の4つのダイヤモンド取引所，貿易連合，労働組
織取引団体などを代表する。
・P。t。。　Meeu。，　G。n臨，t。。・HRD，　A　n・w・St・u・t・・e　f・r　w・rldWid・舳・paren・y　in　th・M・・n・nd
SectOrs．
8同じ理由でスイスでも大量の原石が取引されている。
9DTCのサイトホルダー－taは2003年の120社から近年は84社へと減少傾向にある。日本で「サイトホ
ルダー」の資格を有しているのは田崎真珠（Tasaki　Shhlju　Co．Ltd．）1社である。DTC　Diamond　Promotion
Service，　L）TC　Sigh　th　01ders　2004　’2005，　j　anuary　13，2004．
103000万カラット，9億3800万石と推定。平均カラット数は3ポイント（0．03カラット）で細粒が大半
を占める。
11研磨センターの特徴についてはTowards　a　National　Diamond　Strategyを参照にした。
12インドでの研磨職人の賃金は，1日12～14時間働いて，非熟練者で25～50ルピー（75～150円），熟
練者で130～150ルピー（390～450円）である（1996年）。
132004年の日本のダイヤモンド輸入統計によれば，カラット数では，インドが192万カラットで全体の
72％を占めている。しかし輸入額ではインドは全体の44％，ベルギー（23％），イスラエル（16％），香港
　（5％）のシェアが大きい（中央宝石研究所『Gemmy』123号，2005年3月）
14但し欧州は南アフリカとの合計。
15小売業者のダイヤモンド価格は270億ドルに達する。しかし，卸売業者から小売業者への販売経路及び
宝飾加工業（キャストとよばれる地金などの加工）に関しては，他の段階と比較して情報が乏しい。その
理由は，宝飾加工業界におけるリーディング・カンパニーの不在や，宝飾加工ではダイヤモンドだけでは
なく他の宝石の加工も同時に扱っているため正確な価格算定が難しいと考えられる。従って資料の制限か
ら，小売業者のダイヤモンド価格は（GW［2000］）の1999年の価格を採用した。
16但し，最終消費市場での価格は原材料（周りの装飾，地金代）等を含めた価格。
17コンゴにおけるデビアスの買付契約とエマクソン社については第1章第3節を参照。
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18例えば，南アやナミビアでの原石の買付けを担う生産者同盟（DPA：Mamond　Producers　Assoeiation），
ダイヤモンドの小売，デビアスの宝石（準宝石）販売にはダイヤモンド貿易会社（DITRA：Diamond　Trading
（hmpany），南アでの課税調整にはPURTRA（Diarnond　Purchasing　and　Tbadmg　C　ompany），産出国と
の長期買付け契約の鉱床にはDICORP（Diamond　Corporation）などが組織された（Ariovich［1985］）。
19こうした独占過程でデビアス社が巨額の収益をあげてきたことを指摘しておかなければならない。例え
ば，ボツワナのジュワネン鉱山のキンバリーライト鉱脈で採掘しているデビアス社の年間の採掘コストは
約9000万ドルであるが，原石の売上は年10億ドル以上になる。
　しかし近年，CSOを経由しないダイヤモンド原石流通が拡大しつつある。ロシアやアフリカの密輸品が
市場に出回ったこと，またオーストラリアやカナダなどのダイヤ産出国が独自の流通経路を利用するよう
になったことなどがその理由である。結局，デビアス社は，2000年7月に，ダイヤモンド原石の独占的買
い付け政策の放棄を発表した。
デビアス社の歴史については以下を参照した。
ダイヤモンド産業とデビアス社（http：！fwww．nihongo．com／diamond11dhon／diamdebe．htm）。
広河隆一ノパレスチナ・ユダヤ人問題研究会編1986．『ダイヤモンドと死の商人一イスラエルの世界戦略
一』三友社pp．80－84．
2090年代の南アにおけるアパルトヘイト政策が終焉し，同国での鉱業部門が自由化されるとアングロ・ア
メリカン社は多角化し，権益関係が複雑化した事業の再編所有権の簡素化に着手した。1993年にアフリ
カ以外の資産（ダイヤモンドを除く）をミノルコ社に集約し，1996年には子会社（JCI社，　Johnnic社）
を南アの黒人資本会社（National　Empowemlent　Consorti㎜，　A働call　Mining　Group）へ売却し「黒人
の経済的権利の向上」（B7ack、動oη0澱b伽owθ．㎜θη6）に貢献する。金部門では1997年にアングロ・ゴ
ールド・アシャンティ（Anglo　Gold　Ashanti）社に集約する。こうした再編の結果，1999年5月24日，
ミノルコ社（海外投資部門）を合併し，新たにアングロ・アメリカン社としてロンドン株式市場に上揚，
同時に活動拠点（本社）を南アからロンドンに移転した。この過程でデビアス社との経営分離も実施され，
両者は相互に32．5％，35％の株を持ち合うことで合意した。
21Asoorp社からの買付契約は2004年7月をもって終了し，以降SODIAM社に引き継がれた。
22LKI社はロシアやプエルトリコに研磨工場を所有しており，アンゴラ内戦期間から買付を続けてきた。
23　レビエブはダイヤモンドの上下流部門における垂直的統合事業を目指しており，原石産出国の他に中国，
カザフスタン，ウクライナでの研磨工場の建設，アメリカ，日本などの販売市場の進出を果たしている。
詳しくは以下を参照。Diamond　Iロtelligence　Briefs，“The　Outsider　Who　Gracked　The　Mamond　Cartel
and　Made　A　Billion　Dollars”，10　Sept．　2003．
24シエラレオネ国内で原石輸出ライセンスを獲得するためには，年間3万ドルのライセンス料を支払わな
ければならない。
25以上の数値はフォーマルなダイヤモンド価格であり，USAIDの推計によれば，密輸されている非合法
ダイヤモンドを含めた「実際の」輸出額は32～4億ドル（2002年）に達していると指摘している。
26Farah，　D．“Al　Qaeda　Cash　Tied　to　Diamond　Trade”，　Washington∫Post，　November　2　2001．
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第2節　「アフリカからひらいた世界システム」の理論構築
はじめに
　現代の世界システムに統合されたアフリカ諸国のダイヤモンド産業は，どのように理論的に把握す
ることができるのだろうか，これが本節における課題である。
　現在の多国籍企業論を中心とする理論動向を概観すれば，近年のグローバル化の潮流と相侯って，
アフリカ諸国は世界経済とは全く関わりのない孤立無援の経済圏として分析枠組みから排除されてし
まっている。その背景には，世界経済の動態把握に関する理論的方法論の分析枠組み自体の大きな変
化がある。1960年代に活発化した従属論を中心とする議論は，80年代後半以降の東アジア諸国（NIEs）
の外資導入・輸出指向工業化戦略が脚光を浴びるとともに，現実の経済現象を十分に説明できない理
論としてその限界を露呈し，次第にその影響力を失っていった。そして従属論に代わり，経済発展の
要因分析手段として援用されはじめたのが多国籍企業論である。
　しかしながら，本稿の目的であるアフリカ諸国のダイヤモンド産業の世界システムにおける理論的
分析を進めるためには，世界経済に介在するアクターの一つとしてアフリカのダイヤモンド産業を位
置づけ，「アフリカからひらいた世界システム」を理論的に組み立てる必要がある。ここで着目され
るのは，ウォラー－Lステインが提起してきた「世界システム」論による世界経済の把握方法である。本
稿でとりわけ重視するのは，世界資本主義経済のなかの一要素として規定される「商品連鎖」概念で
ある。同概念を導入することの意義は，多国籍企業を中心として展開される世界的ネットワーク関係
のなかでアフリカを固定化された原料供給基地として，企業内国際分業に組み込まれた経済的アクタ
ーとして把握することを可能にするからである。このことは1日来の国家間における直接的な支配従属
関係から構成される世界経済構造の把握方法からの転換を意味している。すなわち，世界経済を介在
させた多国籍企業を中心とする直接・間接的な支配従属関係として世界経済を捉え直すことで，旧来
の国民経済の論理を越えた資本主義経済がもっ固有の運動法則の理論的解明への新たな道を開く可能
性を示唆しているのである。
　従って本節では，これまでの従属論の流れを追ったあとで，現在の世界経済における世界システム
論の理論的意義を峻別する。そのうえで，現在の展開されている多国籍企業論の陥穽を指摘し，世界
システムのなかでアフリカ諸国をどのように位置づけられるのか，その理論的可能性を提示する。
1．従属論と世界システム論の視座の相違
　1960～70年代，アフリカ諸国を含む発展途上諸国の「周縁化」（marginab’zain’on），あるいは「周
辺化」（ρθψゐθz曲8伽）を巡る議論は，国家間における直接的な支配従属関係（「中心」一「周辺」）
を主軸に据える従属論というかたちで展開されてきた。従属論と世界システム論の違いを明確にする
うえでも，先ずは従属論の基本的概念を概略する。
　1967年，アンドレ・フランク（Andre　Gunder　Frank）は『ラテンアメリカにおける資本主義と
低開発』と題する理論書を発表した（AG．フランク　［1979］）。フランクは同書で「低開発の開発」
（development　of　underdevelop　ment）という逆説的なテーゼを打ち出し，資本主義の経済構造に統
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合された周辺部経済が，中心部経済に依存することで「低開発を開発している」と鋭く指摘した。こ
うした不均衡な撫形態は澗辺が資本蟻世界の蓄積プ・セスのなかで囎される側に属していた
ことに起因するもので，低開発は中心一周辺間の経済構造から生じた歴史的産物にほかならないと指
摘した（A．G．フランク［・979，PP．・4・・9］〉。そして現行の交換関係（商蹟易の不均衡）を通じた
中心の周辺に対する支配・搾取形態カミ継続する限り，本質的な構造は不変であると主張した（A．G．フ
ランク　［1980，p．251］）。
さらに，以上のようなフランクの不均衡発展理論を継承したサミール・アミン（s・mi・Amin）は・
周辺国における発展の問題を前資本主義構成体から周辺資本主義構成体への移行概念を提起した。ア
ミンによれば，中心部での蓄積は資本制的生産様式が他の生産様式を排除して内発的に発展するが，
周辺部のそれは前資本制的生産様式が長期にわたって持続し，従属的または外発的であると主張する。
すなわち，「周辺資本主sre成体はっぎのような特徴をもっている・つまりそこでは演本制的生産
様式は支配的であるけれども，その支酉己は専一化傾向をともなわない・とV’うのは凋辺部において
は，資本蟻発展が外部市場にもとづv・ているからである・その結果前資本制的生産様式は解体す
るのではなく変形されて，一一・支酉己的姓産様式，すなわち・資本制的生産様式に従属することに
なる」（サミール・アミン　［1979，pp．66－67］）。そして周辺部の社会構成体は，外国資本によって運
営される轍部門と源始的嫡資本制的部門の共存によって形成されており瀦部門間の「非齢」
伽廊曲伽）によって特徴づけられる．以上のような見解に基づきアミンは・資本主義が資本
蟻であるかぎり，世界的規模での資本主義発展は，舳な賃労鵬の撒にもとつく本繭資轄
積（拡大再生産）だけでなく，非資本制的生産様式からの鵬や搾取という本源鰭積の諸形態を消
滅させることはできないと主張した（若森［1993，p323］）。そして，この中心資本主義社会構成体
に従属する形でしか存続することができない周辺資本主義社会構成体が自立的な経済圏を確立し発展
するためには，資本主義世界体制からの「離曲（de－k’rkthg）しかありえないと主張したのである・
　フランク，アミンに代表される従属理論を継承しつつ発展させたのが，イマニュエル・ウォラース
テイン（Immanuel　Wallerstein）の提起する世界システム論である。先ずは，世界システム論の論
点整理を行い，従属論との相違を明確にする。
　世界システム論の特徴として第1に挙げられるのが，同理論がもっ歴史学的方法論による視座であ
る．世界システム論によれば資本蟻世界繍は・5世紀末の・一・ッパを起源とし泄界的な広
がりを包含する歴史的な社会システムであると本質規定する（ウォラーステイン　［1985，p．3］）。こ
の資本主義世界響を新たな時系列のなかで歴史的に捉えなおした観点は・フェルナンヴ゜一デル
のアナール学派の理論的系譜を継承するものと理解される（Braudel［1966］）。
　次に，世界システム論では，従属論の中心一周辺の構造把握を発展させて，世界経済の構造を中心
一半周辺一周辺からなる三購造によって把握する．ウォラーステインが半周辺の概念を導入する意
義は，世界経済の停滞期において，半周辺国家は中心への上昇可能性を実現しうることにある
　（wa皿erstein［1979］）1。
　　そして，政治的には「国家間システム」（加綬5魏θ解飴盟）2と経済的には「商品連鎖」（oommodity
chains）の両概念の相互規定を通じた世界経済の動態把握が挙げられる3。この「商品連鎖」に明示
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されるように，世界システム論の大きな特徴の一つは，国を独立的な単位による構成体と考える伝統
的な国際貿易概念，世界的な商品流通を国と国との関係に還元してしまうことを否定したことである。
すなわち，一国レベルの分析をおこなううえで，自律的な国民経済を考えるのではなく，それら地域
と世界経済との関連を相互規定的に考察していくことを重視し，世界的な分業体制として「商品連鎖」
概念を援用して世界経済全体像の把握を試みる4。この「商品連鎖」を基礎とした資本主義世界経済
の把握方法は，本稿のダイヤモンドを中心とする国際流通過程の分析においても重要な視角を提供す
るものと思われる。従って，以下ではこの「商品連鎖」による資本主義世界経済の把握の仕方にっい
て，若干の説明を付記したい。
　ウォラーステインによれば，資本主義世界経済の内在的な論理は，「極大利潤の実現を目的とする，
市場での販売向けの生産」あるいは「市場で利潤をもとめる生産の様式」（W岨erstein［1979］）と
規定し，それが世界システムの編成原理である以上，市場は必然的に世界市揚となると主張する。そ
して，利潤を求める市場向け商品生産の内的論理に基づく活動が，異なった諸地域の多様な生産形態
を「商品連鎖」によって相互に結びつけ，一つの世界的ハイアラキー構造のなかで資本蓄積メカニズ
ムを構成する。
　このように世界システム論では，「商品連鎖」に基づく生産形態を資本主義を規定する重要な一要
素となっていることを指摘しており，伝統的な資本主義観である資本一賃労働関係を資本主義におけ
る市場向け商品生産が唯一の形態ではない点が強調される。周知のように，マルクスは賃労働者階級
と資本家階級で構成される社会において，生産財生産部門と消費財生産部門の再生産，並びに絶対的・
相対的剰余価値生産を通じる拡大再生産に，この資本主義の自己組織的な再生産と拡大のメカニズム
を解いている。他方，ウォラーステインの世界システム論は，マルクスの資本一賃労働による資本主
義的生産様式を否定しているわけではないが，「商品連鎖」に基づく世界的な分業構造による生産形
態が資本主義を規定する重要な一要素である点をより強調している。そして，この世界資本主義シス
テムのなかで，「中心」での労働形態（賃金労働）と「周辺」での労働形態（［半］強制労働一奴隷労
働，シャドーワーク，プランテーション，鉱山など）を連結する国家と多国籍企業群のネットワーク
関係を分析する基本的ツールが「商品連鎖」概念となる（ウォラーステイン　［1991b，p．323］）。
　　「商品連鎖」とは，ウォラーステインによれば，「横繋がりの網状組織をなした連動的生産過程に
よって構成されており，そのため，この連鎖のなかのどの生産過程にとっても，多数の『後方的なら
びに前方的連関』があって，個々の過程（ならびにそれにかかわる個々人）はこの連結に依存すると
いう関係に立っているのである。これらの多様な生産過程は，通常，相互間に商品の物理的運送を必
要とする」（ウォラーステイン　［1991b，p．6〕），または，「一つの最終消費品目を取り上げ，この消
費品目に要する一連のインプットー先行する諸加工作業，原材料，輸送メカニズム，素材加工過程へ
の労働インプット，労働者への食料のインプットーを辿ってみることができよう。われわれはこのリ
ンクした一連の過程を商品の連鎖と呼ぶ」（ウォラーステイン　［1991a，p．44］）と定義されている。
　この観点から本稿で分析してきたダイヤモンドの産業構造をみたとき，その価値増殖プロセスは，
露天掘りによる原石採掘部門を出発点として多国籍企業の中枢部に結びつき，最終消費市場に至る一
連の「商品連鎖」プロセスこそが国際流通過程，または資本主義世界経済を本質規定する駆動力であ
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った。世界システム論は，世界経済における垂直的収奪構造を指摘した従属論の影響を色濃く残しな
がらも，資本主義世界経済に貫かれる基本的な動態把握方法として，あくなき資本蓄積とそうした価
値法則の追求に支配された論理，単一の社会的分業体制の動態を描き出している。その意味で，世界
システム論のこうした分析視角は本稿の課題に重要な示唆を与えるものといえよう。
2．世界システム論の理論的射程
　以上のように世界システム論は，過去の理論を受け継ぎながらも理論自体がもつ包括的なパースペ
クティブを兼ね備え，資本主義的な世界経済観に新たな理論的地平を切り開いてきた。それでは，ウ
ォラーステインが提起した世界システム論における商品連鎖の概念は，これまで他の論者によってど
のように継承・発展させられてきたのかを以下では検討する。
　フランスのミッシェル・ボー（Michel　Beaud）は，世界システム論の骨子を継承して，より重層・
複眼的に発展させた「階層化した一国ノ世界システム1（S㎜：Systbme　National’Mondial
M6rarchis6）欄した（M．　Beaud［1984，p．2］）。　S㎜論は，従購世界システム論が外
生的要因を重視しすぎるという批判に答えるかたちで，国家と世界との関係を内生・外生的に複眼的
に捉えなおそうとした試みである。但し，商品と世界経済との関連性に関しては「商品連鎖」の概念
と多分に共通しており，ミッシェル・ボーは，現在の資本主義世界経済の特徴を，単一的（世界市場
の形成，生産の多国籍化）であると同時に，拡散的（労働コストの格差，同一商品の「国別価格」の
広い変化幅）であると規定したうえで，「産業および金融グループによって支配されている多国籍生
産プロセスに統合された部分的生産プロセスにおいて労働化された第三世界の賃金労働力によって，
これら先進国の労働者が，第三世界で生産された価値の一部の恩恵に浴することが可能になっている。
これは，多国籍グループと移転価値を通じて，または世界市場と世界価格システムを通じて作用しう
る」と述べている（ミッシェル・ボー　［1996，p．352］）。この点において商品連鎖概念が世界経済の
不均衡を読み解くうえで重要視されていることが確認できる。
　また，こうした商品連鎖の関係がどのようにして中心一周辺の経済的従属構造に結びついているか
を明快に論理説明しているのが，ヨハン・ガルトゥング（Galtung　J．）である。ガルトゥングは元来，
国際システムの構造的問題に暴力の根源的要因を帰着させた構造的暴力論を主張した。ここでいう暴力と
は，行為主体により意図的におこなわれた物理的な暴力（狭義の暴力）に加え，潜在的可能性と現実との
へだたりを増大させた原因としての暴力（広義の暴力）．が含まれる（ガルトゥング　［1991pp．5－6］）。’こ
の広義の暴力概念に依拠することで，周辺諸国の経済的従属によってもたらされる貧困や不平等を構造的
暴力として問題化することを可能にしたのである。すなわち，発展途上諸国に対する支配，搾取，不平等
の問題は，諸国家間および国家間内部の「中心と周辺」の間に存在する政治経済的非対称性によって生み
出されたもので，周辺国で頻発する武力紛争の要因を，資本主義に立脚する現行の世界システムが生み出
す問題として捉えた。すでに古典とも言えるガルトゥングの構造的暴力論を検討する理由は，その理論が
国際（世界）システムのなかで醸成される構造問題と紛争を結びつけて指摘した点は，今日のアフリカで
生じている従属構造や紛争問題を考察する際に重要な視角を提供するものと思われるからである。
　ガルトゥングはこうした中心と周辺問で生じる「垂直的相互作用関係」を商品連鎖の観点から以下
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のように指摘している。「原材料がもっとも入手しやすく，かっ中心国でもっとも必要とされている
という理由で，あるいはそのいずれかの理由から，ある地域が開発される。その結果として，一定の
社会構造があらわれ，鉱床への輸送路がつくられ，貿易構造が生まれ，（その特定の原材料の所有権
にしばしばもとつく）一定の中心集団が登場してくる」（ガルトゥング　［1991，p．94］）。そしてガル
トゥングによれば，こうした帝国主義の構造には，「中心国の中心部と周辺国の中心部に両者の共通
利益のために樹立する縮鼓墓」（ガルトゥング　［1991，p．68］）の関係が成立している。さらに，「周
辺国の中心部は，中心国向けの価値（たとえば原材料）のための運搬ベルト（たとえば商事会社，貿
易企業のような）の役割を果たすにすぎない」（ガルトゥング［1991，pp．77・78］）と指摘している。
　ガルトゥングが指摘する中心と周辺の共通利益に立った繕鎮墓で接続される構造は，図1のように
示される。同図を基にして，コンゴのダイヤモンド産業の事例研究に即して考えてみれば，この周辺
国の中心部と中心国の中心部の橋渡しをする存在が，デビアス社やレブ・レビエブ・グループに代表
される多国籍企業群である。そして，こうした多国籍企業の部分的生産プロセスと世界市場で移転価
値増殖の実現を利用して，コンゴや周辺諸国の軍閥や反政府武装勢力のリーダー達は，軍商主義を形
成し，国際貿易を通じての資源価値の実現を図る。
図1　中心と周辺の利益調和による世界システムの構図
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出所）ヨハン・ガルトウング・高柳先男’塩屋保’酒井由美子訳『構造的暴力と平和』中央大学出版部・
　　　1991年、76ページ。
　ウォラーステインの議論にあっては，世界経済システムのヒエラルキー構造は不変であるが，その構成
国の位置は変化し得る。しかし，多くのアフリカ諸国は依然として中心国に垂直的従属関係を残したまま，
表面的な支配形態は変化したとしても本質的にはまったく変化していない。こうした世界経済の普遍的な
特質のなかで，世界システム論がもつ現代的意義は，「変化のなかの連続性」にあると言えるが，現在論議
されている多国籍企業論を中心とする世界経済論の多くは，こうした特質はむしろ薄れている。次では，
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世界システム論（従属論）と多国籍企業論の理論的系譜の帰結について検討を進め，冒頭で指摘した「ア
フリカからひらいた世界システム」を指摘する。
3．現代多国籍企業論とその陥穽
　中心一周辺関係における垂直的な収奪構造を指摘した従属論や世界システム論では，多国籍企業は
かつての植民地企業に代わって発展途上諸国に対する支配・搾取を深化させる新帝国主義的アクター
として捉えられてきた。同時に，その傍系において1960年代以降，海外進出する多国籍企業自体に
対する経済分析とその戦略行動について活発な議論力S展開される。多国籍企業論は当初，産業組織論
や自由市場と多国籍企業との関連で主として分析が進められてきたが，多国籍企業が次第に世界経済
における経済的影響力を強めていくと国際経済における中心的なアクターとして理論的に把握される
に至り，多国籍企業の行動原理自体に対する分析だけでは国際化する経済の現状を説明するのには不
十分となった。それゆえこの時期，多国籍企業と国家主権との関連性が改めて問われるようになる。
その延長線上において1980年代後半，東アジアの急速な経済発展の要因分析としてしばしば多国籍
企業論が援用されるようになった。一方，1970年代，活発に議論されてきた従属論を中心とする主
張は，現実の経済現象（とくに東アジア諸国の経済発展）を十分に説明できない理論としてその影響
力を次第に失っていく。何故，従属論は理論的主流から抜け落ちていったのか。先ずは，これまでの
多国籍企業論のアプローチを概観し多国籍企業論との関係のなかでその要因を検討してみたい。
　多国籍企業を対象にした経済分析の契機となったのが，ヴァーノン（Vernon　［1971］）を中心と
するハーバード・グループ（R．ヴァーノン，S．ヒルシュ，　L．Tウェルズ）のプロダクト・サイクル
論である。同理論は，事実上多国籍企業論の出発点として位置付けられ，企業の国際化の内部プロセ
スに注目し，多国籍企業による国際経営の論理を明らかにした。プロダクト・サイクル論は，独占的
優位性要因と産業立地要因（米国多国籍企業の海外進出の段階を導入期（米国），成熟期（他の先進
諸国），標準化期（開発途上国）の3つの段階に分けてモデル化し，企業の国際化の発展過程を貿易
から海外直接投資に至るライフサイクル・プロセスとして説明している。ハイマー＝キンドルバーガ
ーは，外国直接投資（FDDの動機を企業の独占的優位性（製品差別化）におく産業組織論的アプロ
ーチを用いて分析した。1980年代になると，このハイマーの独占的優位性の理論を継承したラグマ
ン（Rugman　［1981］）は，市場情報の不完全性から生じるコストを回避するため市場取引を内部化
することに注目した内部化理論を展開し，企業内取引の増大とそれがもっ独占的な優位性から企業行
動を説明した。またダニング（Dunning　［1985］）は，内部化理論と独占優位論を組み合わせた折
衷理論を提示し，企業内貿易の高まりに着目した。
　こうした多国籍企業論は総じて国際的経済の中心的な担い手として発展してきた巨大企業の国際経
営論的な側面からの分析が焦点となっており，多国籍企業の国際経営戦略や行動原理を経済分析する
うえで有効な理論といえる。従って，多国籍企業論の出発点としては，国家主権との関わりや途上諸
国の天然資源開発を直接議論の対象とするものではないが，多国籍企業の動態を捕捉する理論が活況
を呈していく一方で，従属論が主張するような世界経済構造を根本的に批判する中心一周辺を主とす
る南北問題は後景に退いていったと考えられる。従属論の衰退の原因について・我が国での多国籍企
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業論の草分け的存在であり，主として多国籍企業と資源開発における国家主権の侵害を指摘した宮崎
義一氏は以下のように述べている。「多国籍企業の活動はいわば国家主権にかわる新たな媒体として
の視角から分析され，多国籍企業本社と関連子会社間の国際的な企業内取引（企業内分業，企業間分
業）というかたちがクローズアップされ，他方で垂直的に多国籍企業と結合していた原料供給基地の
永続的な従属関係を指摘した一連の従属論者による主張は新みのないものとして後景に退いていった。
この一つの理由は，同理論のもつ大きなテーゼが，新たな多国籍企業論を展開するヴァーノン等の新
理論に対抗しうるようなパースペクティブを持ち得なかったことが大きな要因の一つであろう。そし
て事実，70年代以降，アメリカの多国籍企業は海外への輸出額を飛躍的に増大させ，世界的視野に
立った多国籍企業内のロジスティックスのネットワークを完備していった」（宮崎［1982，p．150］）。
　東アジア諸国の経済発展の実現は，何よりも従属理論の存立基盤であった「開発と低開発」の両極
からなる統一こそが資本主義の本質であり，資本主義によって決定される世界的分業は低開発従属国
の従属を不断に再生産すること，“世界資本主義の枠組みのなかで発展途上国は不可避的・永続的に
周縁化していく運命”，という従属論が主張する絶対不可避の理論的前提を掘り崩したといえる。事
実，1980年代後半，アジアーNIEsが急速に経済発展を遂げると，その経済発展を説明する要因分析
手段として多国籍企業論がしばしば援用されはじめた。
　アジアの新興工業諸国の発展の理論的説明として，それまでの原料資源の供給基地としての役割に
加え，販売市場と製造業への安価な労働力の供給源，すなわち多国籍企業による資本制的生産関係の
輸出という側面が強調されはじめる。こうした文脈のなかで多国籍企業は，世界的なネットワークを
駆使して在外子会社を通じた国際分業によるロジスティックス（最適配置）を追及し，企業内貿易と
企業間貿易を増大させ「先進工業諸国とならんで一部の開発途上国においても，この場合にはむしろ
在外生産基地として」（佐藤　［1984，p．164］）先進国一途上国の新たな構造的関係が多国籍企業の活
動を通じて顕在化していった。従って多国籍企業論においては，進出先の途上国国内市場向けという
よりは，その本社向け輸出を含む海外市場向け輸出用の生産である在外加工生産の側面がクローズア
ップされる。他方，原料資源の供給地として「固定化」されたアフリカ諸国は，多国籍企業論のパー
スペクティブから次第に消失されていった。
　さらに東アジアの経済発展の影響は「急速な工業化，およびその結果としての工業製品輸出の急増
が，資本主義世界経済の構造に一定の変化をもたらした」（佐藤　［1984，p．165］）とまで指摘される
に至る。このとき，東アジア諸国の目をみはる経済発展の影で，グローバル化の新潮流に乗り遅れた
諸国とみなされたのがアフリカであった。アフリカ研究者である児玉谷史郎は，「N［Esを中心とする
アジアの発展途上国における工業化の進展は，先進工業国と一部発展途上国の関係が従来の農工間分
業から工業の国際分業の一環へと変化してきたことを示している。ところがアフリカはこのような発
展途上国をも含んだ工業の国際分業化の展開から完全に取り残されてしまった。アフリカ経済の停滞
アフリカ経済の周縁化とは，アフリカがこの国際分業の新展開の外側におかれていることと表裏一体
であると言ってよいだろう」（児玉谷　［1998，p。197］）と指摘している。たしかにアフリカ諸国のマ
クロ経済指標（貧困問題，開発戦略の挫折，累積債務問題），社会情勢紛争問題を概観する限り，
グローバル・システムからドロップ・アウトし，先進工業諸国，あるいはアジア新興工業諸国との経
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済格差は歴然としており断絶の感は深い。しかしだからといって，アフリカ諸国が世界経済とは何ら
関係のない無縁の存在であるわけではない。むしろ世界経済に深く組み込まれ，「中心」一「周辺」
の垂直的な従属関係による帝国主義構造，商品の交換関係を軸とした経済的な搾取・収奪の再生産関
係のなかで現在に至っても固定化されて続けているのである。フランクは周辺国の低開発に関して，
「低開発は，経済発展を生みだしているのと同じ歴史過程，つまり資本主義の発展そのものによって
創出されてきたのであり，それはいまなお変わらない」（A．G．フランク　［1979，p．19］）と述べてい
るが，従属論者が主張してきた「資本主義諸国が全体として，非資本主義諸国，すなわち資本主義的
生産諸力の発展法則とは異なった法則性をもった諸国にたいして従属的諸形態をつくりだし，そこに
商品経済の発展を奇形的性格の商品経済と，帝国主義に従属した資本主義化を生み出した」（堀中
［1993，pp．14－15］）現象は，アフリカ諸国においては現在でも一向に変化していない。アフリカの
原材料供給基地の存在なしには，現在または将来の先進工業国の存続はありえないし，東アジアの経
済発展はまったく違った様相を呈していただろう。しかし，現在の理論的潮流を傭磁してみれば，こ
うした側面はあまりにも看過されているのが現状である。以下ではその代表的議論として，我が国で
従属論を中心に南北問題を研究している本多健吉の見解を検討してみる。
　本多は，サハラ以南アフリカ諸国について以下のように記述している。サハラ以南アフリカ諸国は
「国家権力は獲得したものの，新工業化のための内的条件が整わず，さしあたり伝統的1次産品輸出
と海外からの公的開発援助に頼りながらその条件整備をはかろう」（本多　［2001，p．58］）とするグ
ループにカテゴライズされ，「開発主体たる政権の国家的統合を含めた安定化，インフラストラクチ
ュアの整備，技術者や近代的労働者の育成等力§当面の課題」（本多　［2001，p．58］）となった。経済
のグローバル化と科学技術の発達の活動主体となった，主として西側先進世界の中核諸都市に企業活
動の中枢部を配置する先進国大工業企業，大商業・金融企業の活動をまえに，世界の政治と経済に対
する国民国家の影響力は相対的に小さくなり，それが新たな問題本多氏のいう「国際的・国内的発
展の地域的不均衡の激化」（本多　［2001，p。68］）が生じた。すなわち，一方では新たなグローバル・
システムに組み込まれた「主要工業製品輸出国」グループが生じ，他方ではドロップ・アウトしたグ
ループであるアフリカが生じた。「その相違は，一定の国ないし地域がグローバル化時代の立役者で
ある多国籍企業の国際的展開の場に選ばれるか否か」（本多　［2001，p．69］）であり，「営利主義原理
を行動基準とする多国籍企業は，当然のことながら最適な経済活動の立地を選択するが，それはもち
ろん運輸・交通・通信等のインフラをはじめとする外部経済環境が整備された場所であり，そこへの
多国籍企業の進出はまた，その外部経済的条件をいっそう強化する。そしてこの過程は正のフィード
バック・システムによって国家間・地域間の格差を循環的累積的に拡大する」（本多［2001，pp．69・70］）
と述べている。従ってここではアフリカは，いわばグローバル・システムから完全に排除され，多国
籍企業の活動領域からも離れた孤立的な存在として捉えられ，相互の国家間・地域間の格差，経済発
展の相違力Sますます拡大していく現象として把握される。
　　しかし，アフリカ諸国は本当に多国籍企業から無視され，世界システムから排除されているのであ
ろうか。ここで問題として提起したいのは，多国籍企業論の理論自体（国際経営論やFDI論）に対
する批判ではなく，そうした理論の延長線上に展開されたアジアNIEs論にひきずられ世界経済論が
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展開されている点である。すなわち，グローバル化，世界経済の理論的把握の過程のなかで，アフリ
カ諸国は「あたかも世界経済とは全く関わりのない孤立無援の経済圏」として理論的枠組みから排除
されてしまっているのである。本多健吉は，「かつての一国の周辺化と貧困は，従属学派がいうよう
に帝国システムに組み込まれ，宗主国に搾取されたことによって発生した。しかしグローバル化時代
の貧困は多国籍企業を主役とする世界システムから排除されたことによって生じる」（本多　［2001，
p．70］）と結論している。そして，紛争が多発激発国の例をあげ，「国内的であれ，国際的にであれ，
紛争の根源は地域的不均衡・不平等の拡大にある。国際社会における紛争激発国は，すでに示したよ
うに多国籍企業から見離されてグローバル・システムからドロップ・アウトさせられた諸国である」（本
多　［2001，p．71］）とする。紛争の根源は地域的不均衡・不平等の拡大に一つの大きな要因をもっで
あろうが，本稿でこれまで検討してきたコンゴの事例でも確認できたように，むしろ紛争の発生要因
は，多国籍企業の利潤獲得動機と多段階的な商品連鎖を基礎としたグローバル・システム（世界シス
テム）と，アフリカ諸国のローカル・アクター（政府・武装勢力等）間との密接な関連のうえで発生
している。政治的不安定によって多国籍企業や新興民族企業がそうした地域から距離を置くことは，
確かにそうした諸国の経済発展の方途を閉ざす結果（経済的格差の循環的・累積的拡大）に導いてい
るが，多国籍企業がそうした諸国に直接投資をすることはなくても，鉱物資源や希少金属のように，
そこに巨大な利潤の存在が明白である場合，現地資本や政府を中心とした輸出産業を挺子とする世界
市場の流通段階への多段階的結合は可能であり，まさにそうした国際環境と国内構造が硬直的に連結
した関係が維持されることこそが，本多のいう「経済的格差の循環的・累積的拡大」（本多　［2001，
p．71］）の真の要因であり，ウォラーステインの世界システム概念の中核概念に結びつくことになろ
う。かかる意味において，従属論者や「世界システム論」が提起した「垂直的従属関係」と「商品連
鎖」の概念は，現在に至っても一定の有効性那あり，とくにアフリカを中心とする発展途上国の現実
を把握するツールとして重要な側面を有している。
　21世紀初頭の現代アフリカ諸国でみられる現象は，まさにこうした多国籍企業を経由した歴史的
な収奪関係が世界市場を通じて厳然として存在し続けており，その本質的構造は不変である。この事
実認識から出発しない限り周辺諸国（アフリカ）を視座に入れた正確な世界経済の構造を捉えること
はできない。世界経済の末端に位置する原料供給基地としてのアフリカ諸国を，多国籍企業の世界的
ネットワーク関係に組み入れない限り，多国籍企業の世界的連結の全体像を把握することにはならな
い。その理論的帰結が以上で検討したような世界経済構造へのアフリカ諸国の組み入れ，あるいは「ア
フリカからひらいた世界システム」の実証理論の構築である。
　多国籍企業論が陥っているような，原料供給基地としての周辺国の視点を捉えにくくしている要因
は何処に求められるのか。それは，これまで検討してきたように多国籍企業の国家主権の侵害にかか
わる問題から近年のグローバル化の進展といった潮流のなかで，世界経済の運動法則を巧みに利用し
国民経済の枠組みを超えて発展してきた多国籍企業の経済的アクターとしての役割は，旧来の国家間
における直接的な従属関係からは捉えきれなくなったという点である。現在の中心部経済と周辺部経
済の支配・従属関係は，世界経済を介在するがゆえに直接対質しあっているのでも，両者の支配・従
属関係が「周辺部国家の中心部国家に対する単なる道具化」によって表現されるのでものではなくな
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ったのである（若森［1993，p，306］）。更にグローバル化の進展が，こうした支配・従属関係の掩蔽
の一助となっている。しかしながら，それでもなお指摘されなければならないのは，世界経済を介在
させた多国籍企業を中心とする直接・間接的な支配従属関係であり，国民経済の論理を超えた資本主
義固有の運動法則である。
1平川均は，世界システム論を援用して，アジアNIEsの上昇戦略を外資依存の輸出主導型工業化戦
略として位置づけ，内生的・外生的要因からのMEsの発展の構造と歴史性を明らかにしている（平
Jll［1992］）
2「国家間システム」は，世界システムを構成する諸国家がそれに沿って動かざるをえない一連のル
ールとして規定され，すべての国家が単一の権力のハイアラキーのどこかに位置づけられる（ウォラ
ーステイン［1985］）。
3世界システム論はこれまで様々な批判の対象ともなってきたが，世界システム論に対する主要な批
判の一つは，この「国家間システム」と「商品連鎖」との相関関係に向けられる。例えば，ゾルベル
グは，世界システム論は多くの点で経済還元主義に陥っていると批判し，政治的要素との構造的連関
の軽視を指摘している（Zolberg　［1980，pp．275・280］）。同様に，古城利明は「国家間システム］と
「商品連鎖」による資本主義世界経済把握はそれぞれが独自の論理一貫性をもち，前者の機能に還元
することは不可能な，いわば「二つの論理」として認識している（古城［1991］）。ここではいわゆる
政治的上部構造と経済的上部構造の連関が指摘されている。他方，こうした一連の批判は，二元論的
価値観に拘束された「批判のための批判」であり循環論法的な論争に終始する可能性がある。この経
済還元主義批判に対して，世界システム論の方法論に立脚するエティエンヌ・バリバール（Etierme
Balibar）は以下のように述べている。「経済決定論に対する批判とみなされているものは，非常に多
くの場合，商品経済領域ないし階級闘争自体に対する政治と国家の自立性を要求するという名目でお
こなわれるが，このような主張は実際にはマルクスが断固として論駁した（市民社会1国家，政治ノ経
済，という）自由主義的二元論の再導入に行き着くのである」（バリバール，ウォラーステイン［1995，
p．8］）。従って，世界システムは政治構造としての国家間システムに属している限りにおいて商品連
鎖に統合されるのでありその相互規定にこそ世界システムの意義を認めることできる。世界システム
論の理論的検討については，以下を参照。（吉田［1998］，［2005］）。
4世界システム論のその他の特徴として，周期的リズムと長期的趨勢などカミある（40～60年を周期
とした長期波動は成長局面と停滞局面の交替）。「国家間システム」とは，「国家とは創設された制度
であり，世界経済がときとともに拡大してきたのとまったく同様に，その政治的表現である国家間シ
ステムも拡大してきた。商品連鎖が長くかつ複雑になって，いっそう大きな機構をまきこむようにな
るにつれて，弱者に対する強者の圧力は恒常的となってきた」（ウォラーステイン　［1991b，p．8］）。
40～60年を周期とした長期波動（コンドラチェフ波動）は成長局面と停滞局面の交替としてあらわ
れ，A局面では覇権国が勃興し，　B局面では覇権国の衰退によって中核諸国間の対抗が顕在化する。
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覇権が確立しているA局面では，覇権国によって自由主義が標榜され，周辺に対しては非公式な支配
（たとえば「自由貿易帝国主義」）がとられる。他方，覇権をめぐる中核国間の対抗の時期（B局面）
には，自国の権益を守ろうとする中核諸国による保護主義が支配的となり，周辺に対しては中核国に
よる直載的な権力的支配（たとえば植民地化）が台頭する（ウォラーステイン　［1991b，p．325］）。
146
結語
　本稿では，コンゴにおけるダイヤモンド原石の露天掘り採掘部門の分析から上向して国際流通市場に至る「商品
連鎖」を軸とした世界経済の段階的プロセスを分析してきた。同分析を通じて明らかとなったのは，ダイヤモンド
価値増殖の主要部分は，多国籍企業の中枢部と結びついた世界市場で実現されるということである。
　そして，他の鉱物資源と同様，ダイヤモンドに関しても，欧米資本を中心とした巨大な多国籍企業によって過去
1世紀以上にわたり，原石の独占的支配体制が存在してきた。本稿のもう一つの課題として提起したのが，こうし
たダイヤモンド国際市場のなかで，原産国であるアフリカはどのように位置づけられるのか，ということであった。
デビアス社を頂点とする世界的な利益回収の国際分業ネットワーク（ダイヤモンド・パイプライン）では，人為的
に形成されたダイヤモンドの希少価値から利潤の源泉が見出された。そして，現在では，旧来のアフリカ諸国で
の鉱山経営や大量の原石買付けを通じた垂直的統合による原石供給支配戦略からの転換を余儀なくされ，「最
後の買い手」としての立場を捨てたデビアス社に代わり，イスラエルやレバノン系の新興勢力が分散する世
界システム化したダイヤモンド産業構造が国際流通面での地殻変動とともに現出している。
　しかしながら，加速度を増すグローバル化の進展と変動のなかにあって，世界システムを構成するアクターの均
衡が崩れてきているにもかかわらず，世界システムの構造は連続性を保ったままである。すなわち，過去において
アフリカ諸国がそうであったように，一次産品供給基地として世界経済に「垂直的に統合」されている構造は一向
に変化していないばかりか，ますますその深度を深めている。こうした世界経済の構図においてアフリカ諸国が
商品連鎖の末端から脱却し国際流通における価値増殖プロセスに参画する可能性はほとんど見出すことがで
きない。
　「紛争ダイヤモンド」問題の本質は，以上の側面から浮き彫りにすることができよう。本稿で分析したように，
コンゴやアンゴラ，シエラレオネにおけるダイヤモンド産業は，インフォーマルなかたちで興隆し，グローバル化
の負の側面と符合したかたちで結びっいてきた。更に「国家破綻」に陥ったコンゴでは，脆弱な政府の統治能力を
利用した密輸という非合法手段によって短期的な利潤獲得機会を容易に補足することが可能となったのである。こ
こに反政府勢力や軍閥がダイヤモンドのレントを獲得し，「機会」を提供することによって紛争の発生リスクを高め
たといえる。アフリカで多発する内戦の一つの要因はここに求められる。
　翻って，現在の理論的潮流を見てみれば，アフリカ諸国は世界経済から排除された大陸として，理論的分析枠組
みから排除されている。これは，多国籍企業を経由した歴史的な収奪関係が世界市揚を通じて厳然として存在
し続けており，その本質的構造は不変であるにもかかわらず，近年のグローバル化の進展といった潮流のな
かで，世界経済の運動法則を巧みに利用し国民経済の枠組みを超えて発展してきた多国籍企業の経済的アク
ターとしての役割hS支配・従属関係の掩蔽の一助となり，旧来の国家間における直接的な従属関係からは捉
えきれなくなったことが背景にある。
　しかし，それでもなお，アフリカ諸国の恒常的な経済危機や紛争の根本要因を求めるのならば，世界経済を介在
させた多国籍企業を中心とする直接・間接的な支配従属関係を明確化し，国民経済の論理を超えた資本主義
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固有の運動法則を解明していかなければならない。そこでの実証研究を通じて提起される課題瓜「アフリカ
からひらかれた世界システム」の理論的構築である。
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